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ま え が き 
 
 本校の外部有識者会議は、本校の教育研究目標計画、自己評価その他学校運営に関する重

要事項について学外有識者に審議、評価をお願いし、また、助言・勧告をいただくために設

けられており、これまで本校にとって大きな役割を果たしてきた。 
今年度は、全国の国立高専が一つにまとまって法人化してから９年目に当たる。５年ごと

に策定される中期目標・計画期間の第一期目を終え、第２ステージの４年目を迎えている。 
我が国に未曾有の被害をもたらした東日本大震災とそれに引き続く福島原発事故は、２年

経った今も被災した人々に不自由な生活を強いるだけでなく、国民生活や産業活動全体に大

きな影響を与えている。 
本校では、平成２０年度から校舎の全面改修工事に着手し、これまでに本館、機械工学科

棟、電気電子工学科棟、物質工学科棟、管理棟及び環境都市工学科棟の工事が完了した。今

年度の国の補正予算には、図書館及び地域連携テクノセンターの改修が盛り込まれており、

近く工事に取りかかる予定である。 
また、昨年秋には、大学評価・学位授与機構による認証評価を受審した。 
このような状況の中、平成２５年３月に平成２４年度外部有識者会議を開催し、各委員か

ら貴重なご意見、ご提言をいただいた。 
 今回いただいたご意見、ご提言については、学校関係者一同しっかりと胸に受け止め、今

後の福井高専の運営や活動にできるだけ反映させていくよう努めたい。 

 

 ご多忙の中、福井高専のために色々とご尽力賜りました委員の方々に厚くお礼申し上げま

す。 

 

                      福井工業高等専門学校長 

                           池  田  大  祐 
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Ⅰ．福井工業高等専門学校外部有識者会議規則 

平成16年5月13日規則第21号 

 

改正 平成16年 6月 3日規則第23号 平成19年 2月 1日規則第 1号 
 平成21年 3月30日規則第2号                

  

（設置） 

第１条 福井工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、広く学外有識者の意見を聴くた

めの組織として、福井工業高等専門学校外部有識者会議（以下「会議」という。）を置く。 

 （任務） 

第２条 会議は、本校の教育研究目標・計画、自己評価、その他本校の運営に関する重要事項

について、校長の諮問に応じて審議・評価し、及び校長に対して助言又は勧告を行う。 

 （組織） 

第３条 会議は、10人以内の委員で組織する。 

２ 委員は、本校教職員以外の者で高等専門学校に関し広くかつ高い識見を有する者のうちか

ら校長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、1年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の後任の任

期は、前任者の残任期間とする。 

 （議長） 

第４条 会議の議長は、委員の互選により定める。 

 （会議の開催） 

第５条 会議は、校長が招集する。 

２ 会議は、年1回以上開催するものとする。 

３ 会議は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

 （守秘義務） 

第６条 委員は、その役割を遂行するうえで知り得た情報を、正当な理由なく漏洩してはなら

ない。 

 （庶務） 

第７条 会議の庶務は、総務課が処理する。 

   附 則 

 この規則は、平成16年5月13日から施行する。 

   附 則（平成16年6月3日改正） 

 この規則は、平成16年6月3日から施行する。 

   附 則（平成19年2月1日改正） 

 この規則は、平成19年2月1日から施行し、平成18年10月1日から適用する。 

   附 則（平成21年3月30日改正） 

 この規則は、平成21年4月1日から施行する。 
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Ⅱ．外部有識者会議委員名簿 

 

（高等教育機関の教員等及び経験者） 

新
にい

 原
はら

 晧
こう

 一
いち

   長岡技術科学大学長 

 

（高等教育機関の教員等及び経験者） 

岩
いわ

 井
い

 善
よし

 郎
ろう

 福井大学工学部長・工学研究科長 

 

    （本校の所在する地域の教育関係者）    

内
うち

 田
だ

   貞
ただし

      鯖江市小中学校校長会会長 

（鯖江市中央中学校校長） 

 

  （地方自治体等研究機関の研究者等）    

勝
かつ

 木
き

 一
かず

 雄
お

      福井県工業技術センター所長 

  

    （産業界の有識者） 

野
の

 村
むら

 一
かず

 榮
え

    鯖江商工会議所会頭 

 

  （産業界の有識者） 

吉
よし

 田
だ

 紀
のり

 史
ふみ

     信越化学工業(株) 武生工場長 

 

  （報道機関の有識者） 

   山
やま

 下
した

 裕
ひろ

 己
み

  （株）福井新聞社 論説主幹 
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Ⅲ．本校出席者名簿 

 

役    職 氏  名 備    考 

校      長 池 田 大 祐  

教務主事（副校長） 上 島 晃 智 （物質工学科教授） 

学生主事（副校長） 藤 田 克 志 （機械工学科教授） 

寮務主事（副校長） 坪 川 武 弘 （一般科目教室教授） 

企画室長（副校長） 田 中 嘉津彦 （機械工学科教授） 

専攻科長（校長補佐） 
JABEE委員長 

阿 部 孝 弘 （環境都市工学科教授） 

自己点検・評価委員長 大久保   茂 （電気電子工学科教授） 

機械工学科長 加 藤 寛 敬  

電気電子工学科長 川 本   昂  

電子情報工学科長 斉 藤   徹  

物質工学科長 常 光 幸 美  

環境都市工学科長  廣 部 英 一  

一般科目教室 
（自然科学系）主任 

長 水 壽 寛  

一般科目教室 
（人文社会科学系）主任 

廣 重 準四郎  

図書館長 小 寺 光 雄 （一般科目教室教授） 

創造教育開発センター長 津 田 良 弘 （物質工学科教授） 

総合情報処理センター長 蘆 田   昇 （電子情報工学科教授） 

地域連携テクノセンター長 吉 田 雅 穂 （環境都市工学科教授） 

教育研究支援センター長 山 田 幹 雄 （環境都市工学科教授） 

事務部長 根 本 直 之  

総務課長 米 内   治  

学生課長 清 水 久 己  
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Ⅳ．外部有識者会議日程 

 

１．日 時  平成２５年３月１４日（木）１３：３０～１７：１５ 

２．場 所  福井工業高等専門学校 管理棟２階 大会議室 

３．会 議 次 第  

   一 開 会 

一 校長挨拶 

一 出席者の紹介 

一 議長選出 

一 議 事 

１．本校の概要等説明等 

          ― 休 憩 ― 

     ２．全体討論・質疑応答 

      ― 休 憩 ― 

     ３．講評・提言 

   一 校長謝辞 

   一 閉会 

４．資料 

① 平成２３年度外部有識者会議における各委員からの意見・提言 

② 福井工業高等専門学校 平成２４年度 年度計画進捗状況 

③ 概要説明資料 

  ＜参考資料＞ 

・ 自己点検・評価報告書 

・ 学校要覧 ２０１２ 

・ 学生便覧（平成２４年度版）  

・ シラバス（本科，専攻科）（平成２４年度版） 

・ 福井高専の歩き方 － 2013 College Guide －  

・ 専攻科パンフレット ２０１２ 

・ ＪＯＩＮＴ ２０１２ －地域連携テクノセンター活動紹介誌－ 

・ 女子中学生向けパンフレット「みんなで高専しよッ！」 
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Ⅴ．講   評 
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鯖江市小中学校校長会 
 会長 内田 貞 氏 

 
［新原委員］ 

今なぜ、高専が世の中から注目され、国

家戦略会議の場に置いても、高専を増やせ

という意見が出始めているくらい、いろい

ろな教育という面において素晴らしい活躍

をされている。 
ただ、注意していただきたいのは、高専

の高度化、ということが求められているか

と思いますが、高専の高度化，大学の高度

化，世の中の高度化では意味が違います。

そこのところをしっかり議論していただき

たい。特に，基礎についてはしっかりやっ

ていただきたいと思います。 
また、国際化ですが、英語は学問としてではなく、一つのツールとして教え込むことが必

要となってきております。英語は好き嫌いではなく、必要なものとして、高専で教える義務

が今後さらに必要となってくると思いますので，その体制を今から少しずつ作り上げる努力

が必要ではないかと思います。 
最後に、高専の学生は高専に対し誇りを持っておりますが、さらに自分に自信を持って前

に進み，伸びていく学生になっていただきたいと思います。 
 

 
［内田委員］ 

小中学校の現場は多忙化がもう日常のように

なっており，それ以外のことに多くの時間を取

られているという現状です。我々の本務は「本

当は子供たちの興味のある授業をすること」、そ

れが本来の仕事であるはずです。 
本会議の膨大な資料を拝見する限り，福井高

専も同様だと思います。これらを打開するため

日々考え、努力して頂きたいと思います。私ど

もは，「例えば、ルーチンワークの考え方を切り

分けるようなこと等」、種々方策を考えているこ

とをお伝えして、私の意見とします。 
 
 
 

 

長岡技術科学大学 
学長 新原 晧一 氏 
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鯖江商工会議所 
会頭 野村 一榮 氏 

［勝木委員］ 
あまりに忙しく先生がなってしまっては、

学生の前で先生が輝いていない、という状況

が出来てしまうと諸問題が発生するという

危惧をします。私の学生時代の尊敬する先生

は輝いている先生、教えているときに楽しそ

うに教える先生、喜んで教える先生、教える

ことが好きでたまらない、といった輝いてい

る先生から教えてもらったことが一番自分

の身になったという体験を持っています。是

非、学生の前で輝いている先生になるような

取組をしていただきたいと思います。 
もう一つは、県内企業に学生さんが行って

おられるわけですが、立場上、県内企業をみるにあたり、研究機関も教育機関もそうですが、

やはり創造性が足りない。その結果、県内企業に技術者を出している高専にかける期待があ

まりにも大きくなっていることになると思います。県内の企業も頑張っているところがたく

さんありまして、そういうところの生業を是非みる機会を増やしていただきたいと思います。 
当工業技術センターにおいて、県内企業六十数社の技術、製品を解説付きで展示しており、

県内企業が今何を作っているか、何を開発しているか見れるようになっていますので、利用

していただけたら幸いです。 
 
 
 
［野村委員］ 

相対的に、なにも申し上げることはなく

すばらしいと思います。 
それで、ものづくりの教育の中で、これ

からのものづくりというのは、差別化商品

をいかに作るかということでございまし

て、その教育の中で、今ほど話がありまし

たように創造力、発想力を身につけるよう

な教育をさらに付け加えていただけると

非常にありがたいと思います。 
 
 
 
 

福井県工業技術センター 
 所長 勝木 一雄 氏 
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(株)福井新聞社 
 論説主幹 山下 裕己 氏 

［山下委員］ 
昨年の委員からの意見を反映しようとす

る努力がみられ、高く評価するところであり

ます。 
高専は中学卒の子が入学し，短大・大学生

くらいまでの生徒が在籍していますが、一般

の高校とも大学とも違うところでもあり、個

性を発揮できるポジションであります。高専

だからできる新たな試みとか、色づけを検討

していただき，取り組んでいただければと思

います。 
 
 
 

［岩井議長］ 
毎年このような自己点検・評価をされて

いることに評価をさせていただくとともに、

敬意を表したいと思います。昨年、本委員

会で提言した事項に対して，しっかり対応

されていることの説明を伺い、この自己点

検・評価のＰＤＣＡサイクルが極めてうま

く回っていると各委員の方々から伺いまし

た。私もそのように思います。 
特に優れている点としては、今、１５歳

人口の減少の中で、入学者を常に確保すると

いうのは、これは学校にとってたいへん重要

なことであって、そのターゲットとして女子

学生に焦点を絞られ、色々な取り組みをされているということに対して大変感心しています。

今後、入学された女子学生が上手に育って、決して内向きということでは意味ではありませ

んが、地元のために彼女たちが働いてもらえると非常にありがたい。そのためには、インタ

ーンシップを地元の企業で行うと、地元の企業、あるいは商工会議所と協同して、そういう

取り組みをされると非常に良いのではないかと思います。彼女たちが今後、地域貢献されて

いくことを大いに期待しております。 
一方、福井高専が、国立高等専門学校機構の中で一本化されていることによって、様々な

制約がでてくるとしたら、そこをどうやって個性を出していくかということが非常にこれか

ら大事になるのではないか。そういう意味では、メガネのデザイン、あるいは医療、伝統工

芸、先ほどの女子学生の獲得に向けて、ある意味では そういう基盤があると思えますので、

福井大学 工学部長・工学研究科長 
 岩井 善郎 氏  
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そういうものを何か福井高専の特色に活かされると非常に良いと思います。「福井高専の○

○」、「○○の福井高専」と呼ばれるといった特色と強みを、これを、これからどう積み上げ

ていくのか、是非ともそういう視点を持っていただけると良いのではないかと感じます。 
 一方、高専生がいったい何を５年間あるいは７年間で身につけるのかということに対す

る取り組みというのは、常に、一番最初の、原点に戻って考える必要があるのかなと思いま

す。福井大学においても「グローバル人材育成推進事業」に採択されて、今、学生たちを海

外にインターンシップに送り出したり、英語の授業を増やす、といったことや、新原委員の

お話の中にもあったように、ＴＯＥＩＣの点数を目標値を掲げて、やる、というようなこと

を始めておりますけども、その中で、言われていることは、グローバル人材は決して英語で

はありませんよ、つまり、日本人としてのアイデンティティを持ち、異文化を理解できる、

そういう学生を育てる、それがグローバルですよ、といわれるのですが、それは余りにも高

い目標であって、全部をそれに求めると、いったいどんな学生を育てなければいけなかった

のか、という意味では、非常に焦点がぼやけてくる可能性が今後あるような気がします。こ

れは高専だけでなく、大学を含めて、いろいろなところで、自分たちのミッションを、自ら

再定義するということが必要ではないかと思います。 
今回の自己評価の中で、長岡技術科学大学、豊橋技術科学大学との連携もそうであるよう

に、近隣の大学との連携、というのもこれからひとつの高専の支援材料としていただければ、

お互いがＷｉｎ・Ｗｉｎの関係になれるのではないかと思います。というのは、今どこの研

究機関でも、多分、若手の人材育成というのは非常にご苦労されていると思います。その一

方、高専でも各研究室単位となっていると聞いておりますし、大学でも昔のような講座制が

無くなっており、いったい誰が、誰を、育てているのかというところはかなり希薄になって

いるかと思います。一方、教員のキャリアアップということでいえば、やはり教育のスキル

アップ、経歴も必要ですけども、研究実績というのも必要であることは間違いないと思いま

す。そういう意味で、是非、近隣の大学の先生と分野が近い先生におかれては、共同研究等

積極的にされることが、ある意味では先生方のキャリアアップに繋がり、教育研究力のアッ

プにも繋がると思います。 
最後に、新原委員のお言葉を借りると、福井高専のポテンシャルも高いし、やっているこ

とも大変すばらしい、その中で、先生方が是非、いつまでも元気を持ってやれるような仕組

みというか、あまり締め付けのない自由さ、あるいは、内田委員がおっしゃったようなスク

ラップアンドビルド、そういうことも是非お考えいただいて、これから益々発展していただ

くことを祈念いたしまして、講評とさせていただきます。 
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